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本
年
３
月
議
会
で
は
、
い
き

な
り
全
員
給
食
に
す
る
た
め
の

昇
降
機
設
計
費
な
ど
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

予
算
委
員
会
の
中
で
は
、
こ

の
全
員
給
食
に
対
し
、
多
く
の

議
員
か
ら
「
手
順
が
お
か
し
い
、

慎
重
に
す
べ
き
、
保
護
者
、
先

生
、
生
徒
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
な
ど
し
て
、
議
会
に
出
し
て

く
る
の
は
合
意
が
出
来
て
か
ら
」

と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
無
視
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結

果
で
判
断
し
て
い
く
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

教
育
委
員
会
で
は
中
学
校
給

食
に
つ
い
て
平
成
19
年
５
月
よ

り
慎
重
に
調
査
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
全
国
一
律
に
義
務

教
育
は
同
じ
水
準
を
保
つ
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
愛
情

弁
当
も
あ
り
ま
す
が
、
朝
ご
は

ん
を
食
べ
な
い
子
も
増
え
て
お

り
、
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
完
全
給
食
は
実
施

基
準
が
あ
り
、
全
体
の
８
割
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
食
育
の
面
か
ら
も
実
施
し

た
い
。
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

兵
庫
県
は
こ
れ
ま
で
使
途
が

限
定
さ
れ
て
い
た
「
法
人
県
民

超
過
課
税
」
の
剰
余
分
を
財
源

と
し
て
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

23
年
ま
で
の
３
年
間
に
つ
い
て
、

多
子
世
帯
に
対
す
る
支
援
策
と

し
て
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
事

業
所
内
保
育
施
設
及
び
院
内
保

育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
第
３

子
以
降
の
児
童
を
対
象
と
し
て

保
育
料
の
一
部
を
軽
減
す
る
事

業
を
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
事
業
内
容
は
。

ま
た
、
３
年
後
か
ら
は
町
が

補
助
す
べ
き
で
は
。

県
の
「
ひ
ょ
う
ご
多
子
世
帯

保
育
料
軽
減
事
業
実
施
要
綱

(案)
」
に
よ
る
と
「
児
童
対
象
条

件
」
は
満
18
歳
未
満
の
き
ょ
う

だ
い
が
三
人
以
上
い
る
世
帯
の

園
児
の
う
ち
、
３
人
目
以
降
の

園
児
が
対
象
。「
所
得
基
準
」
は
、

前
年
の
所
得
税
額
４
０
、
０
０

０
円
未
満
の
世
帯
。「
補
助
額
」

は
月
額
保
育
料
が
６
、
０
０
０

円
を
超
え
る
園
児
の
う
ち
、
３

歳
未
満
児
の
場
合
は
月
額
４
、

５
０
０
円
を
上
限
。
３
歳
以
上

児
は
月
３
、
０
０
０
円
を
上
限

と
し
て
補
助
と
な
り
ま
す
。

事
業
実
施
時
期
は
県
要
綱
が

定
ま
り
次
第
で
す
が
、
４
月
に

遡
っ
て
実
施
予
定
で
す
。
町
と

し
て
各
保
育
園
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。
町
の
補
助
は
県
の
要

綱
を
見
極
め
検
討
し
た
い
。

▲東京都立川市の弁当式給食

中学校給食はアンケートを
答弁＝アンケートは考えていない

多
子
世
帯
の
保
育
料
軽
減
は

答
弁
＝
松
田
教
育
長

防
犯
カ
メ
ラ
の
効
用
は
、
単

な
る
犯
罪
事
件
の
み
な
ら
ず
、

交
通
事
故
な
ど
に
も
大
き
な
期

待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

当
町
の
最
も
車
両
が
混
雑
す

る
道
路
は
、
土
山
新
島
線
の
二

子
南
交
差
点
か
ら
明
姫
幹
線
の

瓜
生
交
差
点
で
、
こ
の
道
路
の

歩
道
は
通
学
路
で
あ
り
、
近
く

に
は
葬
儀
場
の
建
設
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

今
後
は
、
事
件
、
事
故
な
ど

の
発
生
す
る
危
険
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
お
り
、
速
や
か
に
瓜

生
交
差
点
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
、
子
ど
も
の
安
全
、
犯
罪

の
早
期
摘
発
、
交
通
事
故
な
ど

に
対
す
る
速
や
か
な
情
報
提
供

に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

県
道
や
国
道
に
カ
メ
ラ
を
向

け
る
の
は
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ

の
よ
う
に
、
店
舗
内
に
限
定
し

て
カ
メ
ラ
を
回
す
場
合
と
は
異

な
り
、
公
道
へ
の
設
置
は
基
本

的
に
、
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

犯
罪
の
抑
止
と
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
は
、
ど
ち
ら
が
優
先
さ

れ
る
べ
き
な
の
か
、
検
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

必
ず
発
生
す
る
東
南
海
、
南

海
地
震
に
加
え
、
大
阪
直
下
の

上
町
断
層
（
新
大
阪
方
面
か
ら

大
阪
湾
岸
沿
に
42
㎞
走
る
活
断

層
）
の
地
震
規
模
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
６
と
推
定
さ
れ
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
約
三
倍

と
い
わ
れ
て
い
る
。

防
災
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
マ
ン
ネ
リ
化
に
陥
る
こ

と
な
く
、
東
南
海
、
南
海
地
震

に
即
し
た
訓
練
や
、
防
災
行
政

無
線
を
活
用
し
、
緊
急
避
難
訓

練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
一

般
住
民
・
高
校
生
、
中
学
生
に

救
急
救
命
士
、
防
災
士
な
ど
の

資
格
が
取
得
で
き
る
よ
う
人
材

の
育
成
を
図
り
、
防
災
力
を
高

め
る
べ
き
で
は
。

避
難
訓
練
・
初
期
消
火
な
ど

の
訓
練
は
繰
り
返
す
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
り
、
ま

た
常
日
頃
か
ら
隣
近
所
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
が
何
よ

り
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
全
住
民
を
対
象
に
し
た

緊
急
避
難
訓
練
は
実
施
の
方
向

で
検
討
し
た
い
。

防
災
士
に
つ
い
て
は
、
兵
庫

県
が
資
格
取
得
の
た
め
の
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
広

報
な
ど
で
住
民
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

▲混雑する瓜生交差点

犯罪防止に監視カメラを
答弁＝検証時期と感じている

答
弁
＝
清
水
町
長

県
の
要
綱
が
定
ま
り
次
第

公
明
党
代
表

古
川
　
美
智
子

緑
生
会河

南
　
　
博

答
弁
＝
枡
田
理
事

防
災
力
の
向
上
を

答
弁
＝
枡
田
理
事

避
難
訓
練
は
実
施
の
方
向




